
�留
学
生
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

本
機
構
東
北
支
部
で
は
、
日
本
企
業
へ
就
職
を
希
望
す
る
外
国
人
留

学
生
の
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
「
研
修
Ⅰ
」
及
び
「
研
修
Ⅱ
」
で

は
日
本
で
の
就
職
活
動
の
基
礎
知
識
、
留
学
生
に
よ
る
就
職
活
動
体
験

発
表
、
面
接
ブ
ー
ス
を
使
っ
た
模
擬
面
接
体
験
等
を
実
施
、
「
合
同
企

業
説
明
会
」
で
は
企
業
担
当
者
と
留
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
提
供

し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆
研
修
Ⅰ

基
礎
編

日
程

：

平
成
一
九
年
一
一
月
二
八
日
（
水
）
一
三
時
～
一
七
時

会
場

：

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
二
階
白
橿

内
容

：

留
学
生
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
及
び
先
輩
留
学
生
の

就
職
活
動
体
験
発
表
等◆

研
修
Ⅱ

応
用
編

日
程

：

平
成
一
九
年
一
二
月
二
一
日

（
金
）
一
三
時
～
一
七
時

会
場

：

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
二
階
白
橿

内
容

：

面
接
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
の
講
演

及
び
模
擬
面
接
体
験（
先
着
三
〇
名
）

◆
外

国
人

留
学

生
の
た
め
の
合

同
企

業
説

明

会日
程

：

平
成
二
〇
年
一
月
一
八
日
（
金
）

一
三
時
～
一
七
時

会
場

：

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
二
階
桜
ホ
ー
ル

内
容

：

就
職
を
希
望
す
る
留
学
生
と
留
学
生
採
用
を
見
込
む
企
業
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
提
供

�子
ど
も
見
学
デ
ー
「
外
国
人
留
学
生
と
中
学
生
と

の
異
文
化
交
流
会
」

開
催
日
時

：

平
成
一
九
年
七
月
二
六
日
（
木
）
九
時
～
一
一
時

会
場

：

仙
台
第
一
国
際
交
流
会
館
（
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
三
条
町
）

本
機
構
東
北
支
部
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
休
み
に
広
く
社
会
を
知

る
体
験
活
動
の
機
会
と
し
て
、
併
せ
て
本
機
構
業
務
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
仙
台
第
一
国
際
交
流
会
館
に
隣
接
す
る
仙

台
市
立
三
条
中
学
校
の
生
徒
・
教
員
計
一
二
名
を
迎
え
、
施
設
見
学
及

び
会
館
に
居
住
す
る
外
国
人
留
学
生
と
の
交

流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
機
構
の
業
務
概
要
の
説
明
後
、
支
部
事

務
室
、
留
学
生
の
食
堂
・
居
室
等
を
見
学
し
、

会
館
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
続
い
て
各

留
学
生
が
母
国
の
学
校
生
活
に
つ
い
て
自
ら

の
体
験
を
交
え
て
紹
介
す
る
な
ど
し
て
楽
し

く
交
流
し
ま
し
た
。
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機 構 だ よ り


